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伊勢新聞に見る明治・大正期の海女
附・観光海女の歴史（序）

2010／6／21海女研究会　塚本明（三重大学人文学部）

はじめに

伊勢新聞：明治11（ほ78）年創刊、現在まで続く地方紙。

三重県の近代史を検討する上で重要な史料媒体。→海女関係記事採録作業。

＊明治期はほぼデータ化終了。大正期は部分的に採録。昭和期（戦前）はごく一部。

新聞記事と聞き取り調査記録

瀬川清子『海女記』：明治24，5年頃に利尻島・礼文島へ出稼ぎの‘とら’の聞き番き。

新開記事：明治26年、‘とら’たちを連れた雇用主と利尻島で出会った着の記乳①

－、海女に関するいくつかの問題群

1、海女の出稼ぎ記事

志摩の各浦村から熊野灘、北海道（利尻・礼文）、朝鮮半島へ。
「雑軌記事中心。規模、体制、時期的変化の概略を知ることができる。

→塚本「近代の志摩海女の出稼ぎについて」『三重大史学』10、2010年3月）

2、海草類の情報

寒天加工用天草等。テングサ以外の海草も多い。

鶏冠草、鳥足草、明治26（1＄93）年イギスを御木本が売出す②。発布（沃度）、和布。

大正9（1920）年3月、北牟婁郡の磯売りの状況。落札者の寡占状況。③

喩出相場による影響。

3、潜水器の使用

明治16（1883）年7月日日、山鍔岩渕町の箕曲亀我が船越で潜水器使用を申緒、認可

（神島文番で関連あり）。

明治17（18糾）年、片田村で潜水器使用、海女漁の数十倍！④

4、海難救助と海女

明治44（1911）年11月24日春雨艦難破、長岡・安乗・的失海女が死体引き上げ。⑤
＊駆逐艦春雨艦が管崎附近で座礁、死者45人。海女らが8名を救助。

大正3（1914）年8月4日、海岸で行方不明男児捜索に尾鷲町森輿四郎の海女が授乳

大正3（1914）年11月8日、漁船転覆、志村青年団と海女10名が探索、死体発見。

大正11（1922）牛8月23日、磯部漁船転覆、同村海女数十名が出動、死体発見。

大正13（1924）年7月6日、波切村で水泳中溺れた少女を海女が発見、救助。⑥

［参考コ　慶長14（1609）年9月に、スペイン嶺フィリピンからメキシコへ戻る途中の

サンフランシスコ号が千葉県沖で座礁、300人以上を御宿町の海女や漁民らが救軋

＊江戸時代の海難救助史料の海女？！

5、海女作美の見物記事

明治32くl＄99）年4月26日、曽根農林大臣が御木本真珠養殖場巡象

海女の真珠貝採取風景を見軌大臣は満悦で海女と一緒に写真撮影。⑦

明治舶（1911）年5月、明治天皇の皇后（昭憲皇太后、1869－1914）の来訪。⑧

5月20日外宮参拝、翌日内宮参拝、その後二見へ（ほ日東京発、23日帰）。

御木本幸吉、二見館で準備。海女小屋散乱熟練海女40余名厳選。17，＄～27，8乱

作業服は白槻衣（シャツ）、自股引に白い湯巻。

数日前に15万余個の真珠貝から美麗な策珠を衝むものを選び、海中に放免

5隻の真珠採舟に10人ずつ分乗、多数の真珠を採取して献上→皇后は大満足。

明治44（1911）年7月21日　鳥羽線開通式余興の海女作業。服装は皇后来訪時に倣う。⑨

大正12（1923）年5月6日　良子女王（後の昭和天皇后、香将皇后1903－2∝旧）来防。

二見～鳥羽樋の山へ。答志島の海女の作業を見物。⑪

二、「観光海女」の前史

1、茶碗と海女一御木本幸吉の「戦略」－

＊明治44（1911）年6月25日　鳥羽港近くに「葦婦作業軌新設計軌⑳

従来も遊客の目的は日和山の眺望と菅島の飽取作来遊乳鳥羽線開通後の遊客増加の
ため、停車場附近「縁期松角より戸島」の海面を借り受け、作業場に。→真珠島へ？

2、地方博覧会と海女館

明治43（1910）年、第10回関西府県聯合共進会（名古屋市）、「空中海女館」？

大正14（1925）年、大連勧業博覧会

昭和5（1930）年、復興記念横浜大博覧会、海と空の博覧会（東京）

昭和6（1931）年、小樽海港博常会（「海女作業実演、朝鮮海女の海水飛込）

昭和7（1932）年、満蒙軍事博覧会、産業と観光の大博覧会（金沢市）

昭和8（1933）年、祖国日向博覧会（宮崎市）、観光座薬博覧会（奈良市）、

万国婦人子供博魔会、満州大博覧会く大連市）

昭和9（1934）年？国防と教育博覧会（新潟市）、国際産業博覧会（長崎市）

昭和10づ（1935）年、横浜大博覧会、国防と産莫大博覧会（呉市）、振興熊本大博覧会、

台湾博償金大会（台北市）

昭和11（1936）年、姫津線全通記念産業振興大博覧会、日滞産薬大博覧会（富山市）

昭和12（1937）年、汎太平洋平和博東金（名古屋市）、北海道大博覧会

昭和14（1939）年、興亜博覧会（山形市）

昭和16（1941）年、大東亜建設博覧会（秋田市）　「海女実演館」

昭和24（1949）年、日本貿易博覧会（横浜市）「水中レビュー館」

昭和25（1950）年、婦人子供大博覧会

昭和25（1950）年、北海道開発大博覧会（旭川市）

昭和32（1957）年、佐賀産業観光博覧会
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海女と真珠の結びつき0建物は竜宮城風。

船越の興行師、田中幸吉の介在（福田清一の指摘主
＊御木本の関与は？大連勧業博覧会には真珠を出品。

二見水族館、松阪などでも実嵐⑳、⑭

3、鳥羽・志摩の観光パンフレットと海女

旅館など、海女の実演、採った獲物のお土産を宣伝

志摩のイメージ＝「海女と真珠の志摩」。

蝕や栄燦を採る海女→真珠採りの海女に収赦されていく？
「猟奇的」志凰⑬、⑮、⑯

伊勢と志摩の結び付け→伊勢志摩国立公園へ。
＊仕掛け人：御木本／近鉄（大軌・参急・志摩電）／鳥羽保勝会（観光協会ト。

4、江戸時代の「観光海女」

浮世絵に見る海女

春画の題材。真珠との関取二見の夫婦岩が舞台のもの多し。

二見＝真珠＝海女の結び付きも？

『伊勢参宮名所図会』中に見る海女

伊勢湾（阿漕が浦）辺での海女。⑰

香良洲の磯で海女を雇い「興とす」！「観光海女」0上方でのイメージか。
二見浦‥「あまのレ、ざ」「あまの住家」＊「梅士」との区別は付かないが‥・。

在地文番に見る海女に見荘区有文番）

明和9（1772）年3月・京都御所の長橋局が参宮の後、二見へ。⑲

「あまをよび蝕をとらせ、網を引かせ御慰有之」

美は長橋局ではなく仙洞御所との噂○（事実とは適うか）

＊江戸時代に軋伊勢参宮後に二見で海女見物をするというコース？

伊勢参宮に訪れる者たち（京都の公家らも含め）、海女と其珠と結びつくイメージ。
→近代以降、御木本（ら）により、新たな観光戦略として展臥

伊勢と志摩（海女）の結び付きは、蝕の献上のみではない。

元々旅のルートとして連軌伊勢参宮後は二見、志摩巡りへ。
→「伊勢志摩国立公園」の成瓦

＊どの段階で分離？

海女の生業の多様性。海女（獲物は様々）／梅草等を拾う／漁の手伝い／出稼ぎ／
「観光海女」もその一つ0歴史性を有する。

①明治二六（一八九三）牛七月二一日［利尻島出稼海女］

二三≡≡≡≡≡三幸≒喜三三
人に逢ふ、胎悦の情は語たるを侯たじ（中略）

葦蓑纂垂襲撃欒雲
に踏婦の数五十余名の多きに至らば礼文一島何操の産額かあらん、余は唯々比等の人の此

絶域に来て帰途に訝らす土産の靡多ならんことを切望す、転た憂慮する所なくんばあらず

②明治二六（一八九三）年九月三日［海草〕

三十千三幸≒≒≒’－
よ笠芸孟芸㌫芸書芸警書誌警盃警警羞慧慧蓬髪霊芝讐完‡ば、最初之を買取たる志摩

③大正九（一九二〇）年三月u日

北牟婁沿岸石花菜採取　事菜町村自営計画

≒≒≒≒妾
て其採取高の鋸十並に利益の関係如何を知らずして、唯従来の習慣に拠り漫然入札競売に

附するを例とす（せカ）しが、今回或一部の有志は其採取を町村の経営と為す時は予想以
上の習得を見、町柵政の一部を補ふに足るべしと説くものありし際本年噛採取に従事

▼‾　【　rl▼’‾‾1■「1日－r＝＿二二＿

三三三三±≡三二テ‡士三三三一≡芋≡
らず作年来支那に於ける日 館排斥の結果製品寒天の輸出殆ん
せしより前記の採取経営者は本年の入札は非常の低落安価ならでは入札に応ぜざる模様な

るより、町村当局者は此際各町村の自営となし、各町村聯合にて潜水夫を雇用し採取せし

むる計画を為し、目下其方面に向って国会動こ交渉の歩を進めつゝあり、其結果如何は機

知し雑きも、地軸迂遠
④明治十七（一八八四）年一月五日［潜水器］

≡警芸警否竺芸琴警雛吉富誓警

ど杜絶し、為めに価格の低落
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手‡≒㍉ケ千千キ千十∵二三土≒三二二≒∴三二
其摘採高五百五十七郎にして此代価金八百三拾三円九拾弐銭なり、之れを通常海婦の輔

警輝蓋表芸孟羞雷雲芸這讐讐警芸£慧チ志
□其収利の多からん事こそ願はしけれ

⑤明治四匹（一九欄－）年一二月五日［海難救助］

志州境の女王　三名の釜婦が果敢なき艦長の骸を抱く

芋≡≡≡　≡≡二
なく食事も藤にせず、休息も詠にせず、轟に身命を鄭ちての活動振りは目覚しくも亦嬉し

かりき、特に彼の児玉艦長の廃体を発見せし折などは、尚多少の温味ありとかにて、三名

の寮は交る々々艦長の果敢なき骸を抱きて我が身の体温もて頻りと温め、実に溢れ出づる

赤誠をもて万一の蘇生もと希ひしなどは彼の世迄も語り伝ふべき忘れ雑き美しき誠にこそ

ありけれ（後略）

⑥大正十三（一九二四）卒七月六日

危い命を螢婦のお蔭で助かる

志摩郡波切村松井升五郎二女久（九つ）は七月三日午後二時頃同村宝門塔にて水泳遊び申

∴二‾∵十二十千二十∴÷∴ニー二三一二∴
止めた

⑦明治三二（一八九九）年四月二十六日［観光海女］

還還造言妄言讐芸ら羞忘喜羞悪賢欝慧

三壬三三三l三三二÷チ十十≠≠三
やと海卜同を招きて己も其襖に打交。、諸共に撮影せりとぞ、浜風に吹き曝されし緒髪

橙欄の如く□顔渋紙の如き海士の容貌と並び立ちて此風姿も光君とこそ見え給はめ

⑧明治四四（一九一一）年五月二十三日

●天然真珠の献上　陛下御満足の御嘉納

二三主二二三三≡二手三享≒

曖むる箇所に充て、海婦は特に其筋の命令に依りて健康診断を行ひ斯業に最も熟練したる

ミ三三二千千‾三三ごま十千十三三≡
I千は苧鞭衣、＿自軍引に白き湯巻を義は旦五隻の嘉珠揉船に十人づゝ分乗せしめ、嘉妄這

曳々声にて曖小屋附近より潜出し、数日前より御木本場主が十五万余個些天然真珠介中よ

賓婦は交る々々

陛下には整理を命じ給ひたる仲を畏み養殖場支配人久米楠太郎、東京工場支配人斎藤寅吉

の両名は、恐る々々御前に進みて介殻を整理し御覧に供したるに、十数個は真珠を発見せざり

∴さき≡三三±干害二∴二言∴＿三‡
真珠の盆景は場主所蔵の金、銀、乳瑠璃、桐五色の天然真珠大小六百余個価格十万円のも

のを用ゐて、五尺鉄の黒塗大長板へ精巧なる寅珠ずくめの五ヶ所ロロ子亀盆景を御覧に供した

る盆景中旭日に形りたる大真珠は其色金色にして価格は一個二万円のものなりと

⑨明治四四（一九一…）年六月二十三日

●寮輪作菜余興来る七月二十一日執行すべき塵触途塵旦筆婦作業は御本杢塞堕

凝殖壕の翠鱒之拉呈且工芸遡泰時総て皇后陛下台覧の時の如しと孝

三芸笠琵琶警㌣芸羽慧霊慧警慧讐志霊慧蓋芸悪霊志望慧苧讐慧羞警芸警慧警

三三三幸≒≒三三‾主千一
業組合に対し若干の代償を為す笹なりと

（＊七月二日、毎年塵羽組合？互ヒ訟止蜘）

⑪大正十二（一九二三）年五月六日

川曳の勇ましい実況をレンズに納め給ふ女神の如き良子女王殿下の御容姿
川岸一帯の拝観者無慮五万人
神宮御参拝を終らせられ御前十一時五旅館祭主館に人らせられた良子女王殿下（中略）

夫婦岩の辺りに降り立たせられて　二見浦の風光御賞観（中略）

鳥羽台湾館前に記念の御手植　望遠鏡で海女の作業御覧
五日午後三時十分自動車にて鳥羽町御着、字本町鮫屋横町に御下車、直ちに腕車に御乗替

日揮鳥羽響療署長先駆を承り御道筋を緒列する多数拝観者に御会釈を賜ひ静かに樋の山へ

ニ‡≡主三三三三三一一二三
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⑫昭和七（”九三二）年四月一〇日

数頭の海豹を飼育　二見浦水族館で　近く会社組織にする

芸荒だ云羞警悪霊慧誓書警警芸差警芸慧慧志会警警真義芝至芸三雲慧警芸蒜
では従来森文三郎氏の個人経営だったのを廃し、新に資本金五万円の株式会社とし鈴木爛

太郎氏を社長として組織を拡大し館の面目を一新する事になった、工事は六月ごろから着

手の予定で、本館轟に更に魚槽二十個を増設、鳥羽街道に噴水池をも設け水禽類をも収容

し、大拡張を行ひ、教育参考資料を多く収容、完璧を期すると共に近く教頭のrアザラシ」

を飼育し興味を呼ぶ事になった

⑬昭和七（一九三二）年一一月二二日

海女の地採や娼妓の舞踏　渡嘩野の旅客野草＿し墾

志摩的矢柑大字渡鹿野貸座敷業者及ひ□宿屋組合では艶麗基数塾塵盈塵塵と連勝を馳ヱ

旅客遊魔客の誘引につとめ相当効果を揚げてゐるが、更に旅客の旅行挙を期して同地に舞

踏場を設けて貸座敷業者口で娼妓の舞踏を宿屋側では岡地助産塾
作菜を行はしめる等、海陸呼応して旅客誘引策を諦じ、大々的に宣伝を行ふことゝなった

⑭昭和八（一九三三）年八月九日

明日開幕松阪市制実施記念三豊県産菜共進会　振興松阪市に産業三重の殿堂　堂々清粋

を集む三万点　大規模を誇る偉容（中略）

水族館　第四会場　松阪築港に設け四十五貫と言ふ大海亀を始め、珍しい魚の口は涼味満

点で、涼をおふて大口も大賑ひをみせるであらう。海女の作美も魅力のある計画である。

⑮［昭和九（一九三四）年二月六日］

猟奇渡鹿野島に硝子張りの浴場　海女の情緒的サーギろ＿

最近各交通関係者の宣伝と独特の猟奇的情緒でとみに名声を挙げて来て志摩那渡鹿野島で

は、陽春の旅行シーズンを目前に控へてこの際更に二層の都筆触丘且、
旅館組合と貸座敷組合で種々研究中であったが、今度いよ々々旦亀匹遊覧地先の海担⊆墾

蓋警志讐至芸慧喜羞墓孟宗孟宗蓋慧慧慧慧孟夏譜冨警警雲警警芸芸芸冨‡二

墓警護讐鰹迦塾窒転義率
⑯昭和九（一九三四）年五月一日

菱をそゝる準女晩＿り　けふデビそ二

審や春と桜音頭に浮かれてゐる襖に世は膏薬の候となって速くも巷々には絵日傘がランマ
ンと咲き乱れる、季節は五月、若人の世であり、旅行のシーズンである、さて毎年四五万

と御覧の通りの「南洋ぢや美人J
ツプリ満足せ

を本格的に地で行く海女踊りを創作して、いよ々々けふ
一日からデビューする事に成った（写真有）

⑰『伊勢参宮名所図会』（「阿盲木浦」の項）

あこぎといふ名の事或云濃の字をコキと読て安濃浦を誤りたるか○又云あことハ梅子の事

邑三きとは木なるべし、これハ塩木をこく舟積たる事の多きによりてあこぎとはいひたる
にや、あこの証歌ハ万乗三に　大宮の内まできこゆあびきすとあこととなふるあまのよひ

空云々○塩木ハ此浦に古歌多し（中略）
○又あこぎ物語と云にあこぎ平治といふは人の名にあらず、是ハ昔平家の本国は安濃郡な

れバ平氏を平治と誤りたるなりと云、其物語二日、平氏の族杢右馬允貞光が孫右京進盛光

が子次盛といひける者、伊勢壕に成りてやゝ任豊かりける故、この浦に人を出して網ひか

せたり、御鷺のおりも妨けるほどに禰宜宮司公二訴へけり、次盛是を聞て一族の平氏百二

十廃集めそろへていよ々々象の賽を妨けを（中略）
▲小加良須御前社　からすの名ハ今島郎はり東の森にあり、当社ハ矢野村の内にて社地
ハ海岸也・岸の松林ハ至而勝景にして末枝を洗ふ墨の江にも勝れり、此磯より漁舟をかり

等謡の入海に馳其船路釣をたれて魚を得さしめ又あまのかづきなどさせて興とす

三見渡二見ハ清き渚打越浜の辺りの惣名にて比を立石といふハ注連はりしニッの石に付
ていへり、二見の名義説々あれども悉く信ずるに足らず、汐の干ぬれバいろ々々の貝を拾

ひ藻を軋ある時ハ網引などしてあまのし＿ハざとも慕興卑旦（後略）

⑱式亭三馬『旧本阿漕草紙』（序文）

なき健がたりの色々に、あはれひさしき番ながら、あこぎが浦に住ける平の次盛なん、も

とは伊勢平氏なりけるが、ものゝふの心さがなくて、いましめをそむき網を下しで、今の

代々までかなしきためしを引れ侍るこそ物うきわざなれ。（中略）次盛此おもむき聞えけ

れば、むかしよりこゝはわが任の国なり、一滴など心にまかせざらむや、ひとりなど魚と

りたるとて、神勝のたらざるにはいたるまじものを、やをら宮司等が公に告せし事こそ安

からね、此上は…族等催して驚どめせよやとて、国の平家百二十騎揃て塔世の橋をきり、

粟が原より多門の緒にみちて、あわびと旦里旦塾星をぞさを生壁吐息。

⑩「旧記」（二見荘区有文番C－31）（明和九卜七七二］年）
－、辰ノ三月十九日、京都御所長橋之局御参宮と申、山田御節七之神主井内宮藤波様より

御馳走有之、立石浜二新御休所出来、廿日に浜へ御出、四つ♂八ツ過迄御遊㌧重量主よ

逆数を上らせ、綱（網ヵ）を引かせ鱒竪亙之凰御塩殿へも御番も可有歳と掃地入念、
郷中神役奄人宛相誇メ候得共、御立寄無之候、村年寄ハ堅田二付ケ指上申侯、長橋之局

とハ申候得共、仙洞御所と申風聞二候

⑳r伊勢新全集」（絵業容）
志凰鳥羽海女の作業秒茫たる太洋一円小舟の散在するは筆の小舟なり、海上四方に再々

と響くは幾十尋の海底に至り得物取り海上に浮ぶ時の口笛なり。御木本真珠養殖場にては

多くこの種の女を席へり8鳥羽に於ては前面の菅亀谷志晶等に於てこれを見ることを得る

…這蒜謡碧莞諾霊宝詰責禁警故にこの地方に於ては女は男に勝



i〆 豫ｨ鵁��Oｹ~��8ﾈ�������爾�劍ｾiZ｢�見出し　　　〒内容 
明治14 ��ャ�岩���r�海藻 儿hﾈ��h躡h�ﾙ���V儻驟����ｨ潔�ﾈ畠*9�ｩi飲I�ｨ,X,h+�.ｸ,H/�ﾌ8ﾚ�j)�ﾉtﾈ���ﾉj�,ﾒ�

明治16 ��ャ2�！11 凵z潜水器i潜水器汰用　書 剋R田岩淵町箕曲亀銭は艶鳩撞潜水器機を英虞郡船感材で試用を塁商務省に出　　可　ノ 

明治16弓1883i � �3��i潜水歴 ��i�Xｮﾘ,ﾈ��ｹ�*ﾘ耳�Xﾙ�ﾙ�Wｸﾖ),�{ﾉ�ｨ,YgｹD靉ﾈﾈ�(i�i�Xｮﾘ,X��ﾊ��ｹ¥�-�,几ｨ�8ｾ�ﾘ(*ｩJﾙUﾆ��

明治17】1884と �1 迭�潜水愚妻潜水器　　】美鹿部片田村で潜水羞使用試操が蛮行。漁獲量は溢女漁の数＋倍、魅力的。 

明治17ま1884【1 剴���海藻 ���8ﾆ亢8����傾郢68�Y��ｾ���葎棹��ﾎHﾜ�,ﾃH5��ｨ,ﾘ､9�H�ｦ驂ｨ*ｩ�ﾘ*ﾘﾔH腦]�框�H葎��Fy��,ﾙW8�ｴ2�

明治17 魅�ャB���5 ����警岳感心な掴 刮p鹿部波切の周桑平次後奮ナミは・薬子絶千の区別なく愛情を縛って立派に育てた立派な娃 婦負 

明治18 ��ャR�7 ��R�海藻！テンゲサ　　　ー 剔活ﾙ村は天草の収種が盛ん。風で大鳥に流れたが、暴風雨で実景が同浜に流れ着き、皆喜ぶ ノルマントン号沈没場所を黒田参事官一行探求。片田村濱口清兵衛所有潜水愚は海底37mまで 沈入n 

明治19 ��ャh���12 ���■災害、 冲ﾈﾏ�,ﾉ�i�Xｮﾒ�

潜水患 

明治2ト ��C�ャ�� �#��海藻 ��陜Hﾝ�昆�"�志州紀州のところてんが年々陸地に迫る。海底春分欠乏が原因かh早急に対処が必璧 

明治24 ����ン��ﾂ�6 �#��出稼、 ラ良議 ��陜Hﾝ�,ﾈﾜﾈ神�二木島で石花采の採取の最中、志州から海女28名ほどを雇い入れその収穫に当たる。 

明治24 �#�ン��7 �#2�i海藻 l �9ｨ躪��ｿ�,ｩ�ﾒ�英虞郡では不漁が軌、たが小鯖大漁で糊口をしのぐ。海藻類も磯焼けが続いたが本年は収種も 多い． 

明治24 ��ン�*ｲ���R�鱒萱慧監禁志嘗飛 剄c太子殿下は度会郡四郷村の有恵が軌、出た漁の様子や海水に飛び込む様を御覧になった。 

明治25 ���ン"�b�8 �#2�出稼、 丶8�,ﾉZh���北輸内村は石花采収穫に御座の海女を雇うが、一人水中で溺死釣原因解明まで雇い入れは肉 艶かh 
藍藻 

明海之5 ����ン"�10！12 凵｡村況、 篤蓬 偖x-ﾈｻﾙ&陷���;X柑~ﾈ柑~ﾉ~ﾈ�~ﾉ_9?�u�ｹ�,XﾔIZ��)Eｸﾝ闌映ｸｦY�ｩx�,ﾘｹ乂h�ｦ��ﾘ�X､8��?ﾉIX�Xﾎ���綛ﾊ��2�

明治26！1893 �7　け 凵Q出稼 倡Y7云h.��昨年に引き続き御座村海女60余名は北海道利尻島へ石花采昆布の収種に出かけたh 

明治28 ��ン2���7墓14 凵[海藻、 潜水羞 佗ｸﾅ�ﾜﾈ���ﾆHｽi(hﾜXﾘ)~馥�ﾞﾘ鄧-�H,ﾙ�i�Xｮﾘ,ﾈｨ噂�,X�ｦ靼(*ｨ*�*ｨ.��Xｹ�4YVh箞*ｨｯ｢��竸��

明治26 ��ン2�ﾂ�7 �#��出橡、 海藻 ��ｩ��h蕀_�酊�ほ鳥で石花采採取に海女30命名を連れ歓月前より訪れた越賀村井上太市氏に出会うれ片田 村椿本木＝郎氏が海女24名と上陸東京銀座安売隊長由■、坤鯨取兼鯛　姓山′、、 

郡谷　　墾首石谷松平氏の 手引き凸 

明治26 ��ン8�｢�7 �#"�潜水静 ��i�X�(,�6I�"���ﾈ/��)w�+�+R�外阻新聞によると電話機が潜水集者まで普及、潜水者の常に電話機をつけ通信を可能にした。 

明治26 ��ン2�9 �2�溢蓬 倡Y7愛8蝌,ﾈ�"�志州近海でイギスという悪天製造原料の海蓬が発見、軸木未貴書氏により亮出しが試みられたh 

明治27 ���ﾂ�6岳24 剌o穏 儖ﾈｿ�ﾅ9���)�｢�,ﾉ���r�和具村．昨正月頃より北海道利尻島へ出稼ぎの男女48人より曖大漁の知らせがあった瞥 

明治27 ��虻ｨ�唐��#B�出抜 儖ﾈ�YI��腰ﾝ��和異材松井弥八氏尿の海女57名男子16名は出稜先の九州が不漁の為、朝鮮竹島に出発。盃衰 

の近寵 仂�ｸﾈ�.)8ﾈｧy7ﾘ,ﾉy�,�,xｴ���*ｩW8��.�,�+ﾘ-�i��,ﾙ�9Gｦ��
明治28 �6s�ンX�b�4照 l 剪n検 丶8���ｧﾘｨ(+���宜*ﾈ+r�志摩の海女10数名一説が渡航免状出願、また15名一団体、四団体の出鼠。国益のため答ばし い。 

明治30 ��ンx���7 �#��海藻 俎)Wｨﾜﾈ神�名切村で荒布採取始まり三日間で十万質に及び、相勤ま一円に付き二十四五貫目、収利過多を 推測ム 

明治32 ��ン��4 ��ﾂ�出校 仍仂h�(ﾙx毅�船越村藤吉外5名、片田村竹内トメ外20名、布施田村浦口践嘗外1名、名切村城山サン外21名 が漁盤の為漉飴を出願．許可た 曾根農相が神明浦の御木本幸吉氏の文殊具簑殖瑞を巡軌海士が其珠鼻を採収する姿に感 

明治32 ��ン���4至26 刳ﾏ光 僞��ｨ､8齎,iG���<R�

粧す　　　！一虹鮎蔓薮。 
明治34 �������4 ��B�出稼 �ﾉ=�6鞅��和異材山本薔平氏は同志数名と三重県朝鮮海鼠漁組合を組織し大坂海産商と契約をとげ、海女 

の－．且且触感ほど集まるれ 甲寒村領海の彼の油軋兵庫瀬は鮎の産地で有名であるが、潜水轍椛を掛寸好況であるよう だ∧ 
明治34 ��s��������6 �<S#��潜水器 �ｹ~ﾈﾇ謁I;b�

明治34 ��������b�ﾂ�61 ��c#���｢�海藻 倡Yh�ｷ(ﾖ(棠�ｨ�b��冰��亅�?ｩdﾈ�｢�甲賀村の名産で寒天の原料鳥足早は、本年は例年より至って少衝ご蘭著者7ま箇高藤紺 

明治35 姪���"�ﾂ��鳴�3 澱�出校 倡Yh�､8蝎:���紘臥伊豆、奥羽、肥前、日向等短期契約の出稼ぎが近年増加。薄給契約もあり、海女・地方経 

会′ 　　1 俐�/�荿.�+ﾘ-�Y7�:���/�zx+��8+�.��(ﾚ�ﾎ8躡h�,ﾈ��)�ﾈ,ﾘ､ｨ檍,��k�+Y�I7�,ﾈｴ��ﾈ/��ｨ.�-r�*ｸ���R�

明治35 ����"�8 �#��海藻 �愛9Wy�ﾈ,ﾉ┐�前島地方の婦人は海瀧採取が当期の職薬であるが、演島村、御座村、越寒村、和具村、布施田 
力 ��ｨ��]�69�ｨ�I�Hｸ��ｨ,ﾈ�?ﾈ,ﾉ�ﾘﾇh,ﾙ?���苓,�,ﾈ-ｨ.�,b�

明治35 ����"�9 ���#R�B�出橡 】 刔���,ｩ�ﾘ��ﾕｨ*ﾉ�ﾈ,ﾈｴ�ﾙ��志廊先島地方より朝鮮出稼中の海女は、悪疫流行により一時引き上げ、健康診断を受けてい る． 

明治35， 湊I��"��｢�9 �#R�村況 僥y��,ｩ�ﾙFr��厭i?ﾈｾ��波切婦人会は燈火親しむ時期を迎え毎夜2時間づつ淡啓裁縫のこ誹眉を仙洩寺で自修してい る。 

明治37 ����B�4 �#r�海麓 丶8�､9.ｨ,��R�自村の前浜Fワタリ』にてワカメを採取中、十貫余の大鼓を発見した布施田村渡口の小まきは、格 

鯨を抽癒す ��(,ﾉ�兢�ﾈ+X�n��I�Y�ｩ&ﾘﾌ�,YZｨ*�+ﾘ.｢�
明治37 ������B�6 �#"�出稼 �X�(ｽ�8,ﾈﾜﾂ�蔚山湾口へ登山口森野組納屋を移設。20人の潜水婦1人あたりの漁獲は平均見附5瓦巨余。漁 

飽重 丿ﾈ､yW育�尨齷uﾘ�B�
明治37 ����B�8 ����村況 估�%�,�.丶8��b�,ﾉ[ﾙ�b�以前紹介の布施田村小まさは、姦胆な性格と多収穫でオカズキ（機の達人）として恐れらていれ、 る． 

明治39 ����b�1 ����海藻 倡Y7�,ｩ�ﾒ�昨年中の儲け口は沃度師と売薬屋、昆布艶大漁で海女は一人三四雷門の金儲け者あり 

明治39 ����b�9 �#��災害 丶8�,ﾉ4ﾘ���液島村の森とも（34）は予ての異常により岡村宰カナガタシ海岸で海女漁の最中溺死した。 
ふゝ 亦���！村況 套 至 俶ﾒ�海岸線が長いことは日本の特徴だが矧二志摩では漁村個数竿万声、海女10万人、その産出紘 ま捕鯨も合わせると一千万円の水揚げ高に及び、水産県としてその名に恥じないのであるマ ′lコ 俶ﾉ桙�R�ﾂ� 亶ﾂ���8,ﾆﾂ�ﾇﾈﾆH柑d�ﾋ�/��

明治42四呵 　＝ �2言24妻 凵f村況 倡X譜,ﾈｮ�ｹkｨ�r�,ﾉd�8���?��｢�日本三大港の一つ伊勢内湾は多様叛の生物が存在、年中漁菜が可能さ収種物は東京又は大阪 に搬送。中でも伊勢海老と艶は収穫時にも特別な存在として扱われている。 

隼督年中漁韮i 志医の奇習娘i志度の海女薬の技術は高く潜水機械では不可能な海浜も収穫可能。娘たちは幼いころから海に 
臥く二・342 ����鳴�ﾂ�2 �#R�村洗、 

海藻 �,ﾉd�����H蓼�ｦ��X+X-ﾘ���x��緯�,X耳徂,ﾉ:ﾘ*ｸ訷,h,�.��)V餮�,亊hﾅx,�*ﾘ､8�,h+X,I:ﾘ*ﾘ+�,h,X自�ﾉ��,iDh-�.x.｢�
1　で’に！る 

ぢi二・・亀42 �������"��#r�ﾂ�村況 倡X�,ﾈｮ�ｹk｢�志度では女子が蕊宝され海女に馨成される。嫁入り故も一家の働き手として働く。就学児童も女 

の鞄描く其四） 倡�,ﾉ_ｸ*ｩ�ﾘ*(�)�X孰*ｩW�*(+ﾘ-���,ﾉ?ｨ,X.�､8,�,ﾘ*(.�:ﾘ*ﾘﾅｸ/�鱗.ﾘ,�*'��
級入りの都農　を 

近年では誘拐などの弊書が閉

明治般■1909 村況　∋本邦塗婦の起「海女集という
源と髭斗艶の；いる。伝説では億絶命に御飯調進を命じられた海女おベンが乾燥地を献上し、髭斗艶の起源と

と芯犀の村落では諷茶や帝京漁を本莱とし、合間で農業を行う。韓国に出稼ぎに行く者も多く、高

収入を得ているが凌落して情夫をつくり帰国しない海女がいるなど罫黒人に対する取り締まりも

志摩と高齢者；志度は県内でも女性の高齢者が多いが、 海女漁に理由があると考えている。厳しい労働である
（－）研究す　通く、海女になることで一人前として認められる。幼い頃から海に出、家計を助ける喜びを感じて成

哲と譜亨漂夏誉認選言遠誓遣手誉慧羞諜霊彗欝墓誌怒㌍詣己琵
窓臆では自由轄掬が殆どである。 若い夫を支えてこそ立派な海女と考えられている。

…五ヶ所湾内で発生した赤潮の被吾は広がり、 養殖真珠や漁業に大きな影響を与えている。箋殖

暗闇手探りの作美で頸部を打ち付ける被書が

養殖場の海女は30名ほど。 御木本氏は毎朝海女と同じ物

天然真珠の献
上　陛下御満

陛下が二見に御成りの臥真珠取り作業をご覧になる． 御本本場主は技術の高い海女を選別
万全の体制でお迎えした。海女が取った貝類を選別し、真珠のすべてを献上。

二見浦で俊下は夫婦岩や海女作業、

海女作巣場新
は全て皇后台

海女作業填常1鳥羽の海女新作莱場設立にあたり、鳥羽漁業組合、
手　　　　　　毒手

志州演の女王

小浜漁薮組合に弁償金を支払い工等が潜

】 弓 巴�6r� ��>;Ym�ﾇﾈ敢,x��(�"�
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弓 劔�9+x圷������wh���4冢�,ﾈ��*ｸ､8��8���ｩj�.����(/�訷ﾏｨ*ﾙ�(,�+ﾘ+�,h/��ﾈ+x.��"�染＿的矢の巣 ��

1912ぎー 姪B�B�村況 ���ｸ+X*傚x躋��I7瓜9]�69�｢�志摩郡で2番目に高齢の片田村しかは103嵐若い頃は海女。人柄は温和で穏やかに蘇らす。 】 

安東村村山忠五郎娘すまは海女漁で小さな艶から金色珍珠を発見。

節婦浦ロゑい

志摩物語（四）

志摩巡礼（十
九）常年の誇

志摩巡礼（二十

志歴巡礼（三十

喰切り虎尾魚と称する

月ごろ紀州地方へ出稼ぎに出かける。青年会は加茂村に次ぐ発達、村長山本伊右衛門父子の

志度には海女とし

海女は海中でも水夫から分る

レ珪娃命以来毎年6月に伊勢神宮に塑奉納も雪の降る日も潅

犠磐賢芸雲孟宗芸忘認短所瓶
和具村では年収五千円に逢し、布施田村、週嶋村、答志村、神島村、相産科等でも殆どが海女

沿岸では海女となる女子が温室され 伊質伊勢から葦子に迎える率も多いp彼女等は紀州
や満州、奴臥豪州沿削二まで出稼ぎに行く。鯖婚しても持参晶は浮桶くら亡、で一家を養う為に良

神島の裔年会で最も誇りは難破船救助。

相姦村では男は海で働き、

処女も海女となり他地方へ出稼ぎに出る者が多い。

志度巡礼（三十 和泉村と布施

大正2　1913

大正3　1914

志度巡礼（三十

常州島の惨事

女子が長生きで、また海女となる

甲村とで大鳥カ、鳥の所有権にういて大論争、布施田村示所有とゐ裁許三
［った和泉村だが村長は勤勉h娘連は簑女となり劇鼓まで出接ぎに行くこ雌。娘連峰海女と雌雄稼ぎに行くこ胤

が開かれた。心配をかけさせぬ為乱暴狼籍を働く海女も数年前、朝鰍こ出稼ぐ海女遠の送別会

羊茸重薫き≡享薫葺き二
済州鳥の海女ら130名は蔚山湾の海草採集のために4月15日に出船したが、

鮮海漁菜一班 三豊県漁業従嘉者の朝鮮における状況鈴

臣文鳥付近で暴風
雪体を発見した。

鮮海出漁僧体と海女移住漁養田併合によって、
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